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青
年
部 

第
52
回
通
常
総
会

時
代
の
変
化
に
適
応
す
る

　

２
月
20
日（
金
）、本
店
３
階
会
議
室
に
お
い
て
、山
形
市
農

協
青
年
部（
川
村
貴
裕
部
長
・
皆
川
）の
第
52
回
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。総
会
で
は
来
賓
と
し
て
逸
見
副
組
合
長

よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
研
修
会
へ
の
参
加
や
意
見
交

換
会
な
ど
、内
容
の
濃
い
青
年
部
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

　

役
員
改
選
に
よ
る
新
役
員
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。部　　長　　會田　孝裕（西部） 副 部 長　　渡邉　智宏（竹寿）

会　　計　　若木健之介（准組・㈱耕友会）

青年部 新３役

良
質
米
研
究
会

第
7
回
総
会

お
い
し
い
お
米
を
届
け
る
た
め
に

　

２
月
18
日（
水
）、Ｊ
Ａ
山
形
市
本
店
３
階
会
議
室

に
お
い
て
、良
質
米
研
究
会（
結
城
慎
治
会
長
・
上
町

３
）の
第
７
回
総
会
が
当
農
協
・
関
係
機
関
の
来
賓

を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。総
会
で
は
、結
城
会
長

を
議
長
に
選
任
し
、令
和
７
年
度
の
事
業
及
び
決
算

報
告
が
行
わ
れ
、令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
等
全
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。良
質
米
研
究
会
は
、「
つ
や

姫
」「
雪
若
丸
」「
は
え
ぬ
き
」等
の
栽
培
技
術
向
上
と

安
全
安
心
な
米
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
お
り
、今
後

も
生
産
者
一
丸
と
な
っ
て
良
質
米
を
生
産
し
、消
費

者
へ
美
味
し
い
お
米
を
お
届
け
し
ま
す
。

大
型
農
機
利
用
研
究
会

第
51
回
総
会

効
率
的
な
農
機
利
用
を
目
指
し
て

　

２
月
24
日（
火
）、山
形
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、大
型
農
機

利
用
研
究
会（
高
橋
茂
雄
会
長
・
宮
）第
51
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
会
長
の
挨
拶
後
、来
賓
と
し
て
逸
見
副
組
合
長
、

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
生
産
資
材
推
進
室
石
山
達
也
室
長
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
き
、全
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、令
和
８
年
度
は
庄
内
の
三
川
町
で
開
催
さ
れ

る
農
業
機
械
・
資
材
の
総
合
展
示
会「
ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア

２
０
２
６
」へ
の
視
察
研
修
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お

り
、さ
ら
な
る
当
研
究
会
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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花
卉
園
芸
専
門
委
員
会
　
第
42
回
総
会

環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
生
産
体
制
の
構
築

　

２
月
13
日（
金
）、山
形
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、花
卉
園
芸
専
門
委
員
会（
飯
野
英

樹
会
長
・
片
平
）第
42
回
総
会
が
当
農
協
・
出
荷
市
場
・
関
係
機
関
の
来
賓
を
迎
え

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
鈴
木
昇
さ
ん（
肴
町
１
）を
議
長
に
選
任
し
、令
和
７
年
度
の
事
業
及
び

決
算
報
告
が
行
わ
れ
、令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
等

の
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。次
年
度
の
テ
ー
マ

も
引
き
続
き「
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
生
産
体

制
の
構
築
」が
掲
げ
ら
れ
、近
年
の
気
候
変
動
な
ど
に

も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
産
地
作
り
を
目
指
す
こ
と
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
は
出
荷
市
場
の
担
当
者
を
交
え
、フ

リ
ー
ジ
ア
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
の
圃
場
巡
回
が
行
わ
れ
、

現
在
の
圃
場
の
状
況
や
生
産
面
で
の
課
題
な
ど
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ジ
ア
市
場
挨
拶
・
産
地
視
察

出
荷
最
盛
期
に
向
け
て

　

２
月
26
日（
木
）〜
27
日（
金
）、花
卉
園
芸
専
門
委
員
会
フ
リ
ー

ジ
ア
部（
逸
見
孝
志
部
長
・
上
町
４
）３
名
に
よ
る
京
浜
市
場
挨

拶
・
産
地
視
察
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
場
挨
拶
で
は
、東
日
本

板
橋
花
き
・
東
京
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ー
ト
・
フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
ジ
ャ
パ
ン
に
出
向
き
、こ
れ
か
ら
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
る
フ

リ
ー
ジ
ア
に
つ
い
て
市
場
担
当
者
か
ら
近
年
の
現
状
や
今
後
の

見
通
し
等
の
話
が
あ
っ
た
後
、出
荷
規
格
や
荷
姿
等
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、現
在
は「
残
れ
ば
競
り
で
売
れ
る
」時
代
で
は
な
く
、市
場
担
当
者
と
密
に
連
携
を
取
り

な
が
ら
計
画
的
販
売
が
必
要
と
な
る
時
代
で
す
。情
報
伝
達
面
で
今
後
の
課
題
が
明
確
に
な
り
、

非
常
に
有
意
義
な
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　

産
地
視
察
で
は
、髙
成
園
の
髙
舘
雅
実
氏（
全
国
フ
リ
ー
ジ
ア
生
産
者
協
議
会
会
長
）の
生
産

圃
場
を
訪
問
し
、品
種
構
成
や
自
身
の
栽
培
方
法
ま
で
幅
広
く
ご
教
示
い
た
だ
い
た
後
、生
産
者

同
士
で
熱
い
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。最
後
に
フ
リ
ー
ジ
ア
の
産
地
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
、と
一
致
団
結
し
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ジ
ア
生
育
巡
回

高
品
質
な
出
荷
を
目
指
し
て

　

２
月
19
日（
木
）、花
卉
園
芸
専
門
委
員
会
フ
リ
ー
ジ

ア
部（
逸
見
孝
志
部
長
・
上
町
４
）に
よ
る
生
育
巡
回
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。巡
回
で
は
生
産
者
全
員
で
各
圃
場

を
回
り
、生
育
状
況
や
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
確
認
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
農
協
の
フ
リ
ー
ジ
ア
部
で
は
、こ
の
よ
う
な
部
会

の
取
組
み
に
よ
り
技
術
の
平
準
化
を
図
り
、高
品
質
な

フ
リ
ー
ジ
ア
を
出
荷
し
て
お
り
ま
す
。今
年
は
、例
年
通

り
生
育
し
て
お
り
、３
月
下
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、４
月

中
旬
ま
で
に
約
13
万
本
の
出
荷
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

管
理
業
務
協
力
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ

繁
忙
期
に
向
け
て
の
結
束
と

物
件
定
期
巡
回
新
シ
ス
テ
ム
の
検
討

　

２
月
３
日（
火
）本
店
３
階
会
議
室
に
て
管
理
業
務
協
力

業
者
５
社
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
賃
貸

業
務
繁
忙
期
を
前
に
、退
去
か
ら
入
居
ま
で
の
ス
パ
ン
が
短

く
な
る
こ
と
か
ら
修
繕
の
発
注
や
入
居
決
定
の
連
絡
の
再
確

認
と
、導
入
を
検
討
し
て
い
る
物
件
の
定
期
巡
回
管
理
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

オ
ー
ナ
ー
様
・
入
居
者
様
双
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、入
居
率
向
上
と
管
理
業
務
を
強
化
し
、協
力
業
者
と

意
思
統
一
を
図
り
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

参
加
者

村
山
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課

　

室
井　

智
陽 

氏

JA
全
農
山
形
園
芸
部
園
芸
販
売
課　

　

佐
藤　

拓
夢 

氏
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　宮城県牡鹿半島の東南東沖を震源とする東北地方太平洋沖地震によ
る津波の被害や福島の原子力発電所の事故が相次ぐ複合災害「東日本
大震災」が平成23年3月11日（金）に発生し、今年で15年を迎えました。
　この震災は日本のみならず世界中を震撼させ、関連死を含めて全国で約
1万 9,600 人の命を奪い、いまだ約 2,520 人の行方がわかっていません。
　現在は復興が進み新しい街づくりが進んでいます。

【当時の当農協での取組み】
　当時の山形市内は、地震発生後に雪が降る中、半日～１日におよぶ停電が起き、燃料の確保を目的にガソリンスタンドが大
混雑したり、食料品が不足するなど極めて過酷な状況でした。
　そのような状況下で、当農協の組合員組織・各部署で被災地支援を行い、また、この年に開催した第63回通常総会では、
山形放送報道制作局報道部の奥山隆志氏より「被災地の現場から～被災報道の役割～」という演題で講演をしていただき
ました。出資配当は、災害支援原資確保のために例年の３％を２.５％とし、０.５%相当分を東日本大震災支援積立金として
400 万円積立ました。

東日本大震災から１5年

平成 23 年わかば４月号より抜粋

平成23年４月11日  宮城県気仙沼市の様子
■被災地写真：災害写真データベース
http://www.saigaichousa-db-isad.jp/drsdb_photo/
photoSearch.do
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●
い
つ
も
携
帯
し
て
お
き
た

い
も
の

□
現
金（
小
銭
）

□
携
帯
ラ
ジ
オ

□
小
型
懐
中
電
灯

□
携
帯
電
話
、充
電
器

□
地
図
、緊
急
連
絡
先
カ
ー
ド

□
家
の
鍵

□
筆
記
用
具（
ペ
ン
と
メ
モ
帳
）

□
笛

□
家
族
写
真

●
車
の
中
や
物
置
に（
避
難
生

活
や
救
助
に
役
立
つ
物
）

□
懐
中
電
灯

□
小
型
消
火
器

□
簡
易
食
器

□
毛
布
、寝
袋

□
工
具
セ
ッ
ト

　
（
バ
ー
ル
・
の
こ
ぎ
り
な
ど
）

□
救
急
用
品

□
着
替
え
や
下
着

□
地
図（
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
）

□
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・
予
備
燃
料

　
（
涼
し
い
所
で
保
管
）

□
簡
易
ト
イ
レ

□
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

□
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

□
ガ
ム
テ
ー
プ

□
電
池

□
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト

□
そ
の
他（
マ
ス
ク
、カ
イ
ロ
、

ラ
ッ
プ
、万
能
ナ
イ
フ
な
ど
）

●
非
常
持
ち
出
し
袋
に

　
（一時
避
難
に
必
要
な
も
の
）

□
懐
中
電
灯（
予
備
の
電
池
）

□
ラ
ジ
オ

□
笛

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
帽
子

□
軍
手
、マ
ス
ク

□
マ
ッ
チ
、ろ
う
そ
く

□
飲
料
水
と
非
常
食

□
簡
易
ト
イ
レ
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー

□
救
急
用
品（
傷
バ
ン
ド
、消
毒

ガ
ー
ゼ
な
ど
）

□
衛
生
用
品（
ウ
ェッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、タ
オ
ル
、石
け
ん
、歯
ブ

ラ
シ
、生
理
用
品
な
ど
）

□
衣
類（
防
寒
具
）

□
雨
ガ
ッ
パ

□
貴
重
品（
通
帳
、免
許
証
、保

険
証
な
ど
の
コ
ピ
ー
）

□
そ
の
他（
常
備
薬
、眼
鏡
、携

帯
電
話
の
充
電
器
な
ど
）

※

両
手
が
使
え
る
リ
ュッ
ク
な
ど

の
袋
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

※

自
分
に
必
要
な
も
の
の
優

先
順
位
を
つ
け
、背
負
っ
て

み
て
避
難
可
能
な
重
さ
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

●
食
料
品

□
飲
料
水（
一
日
一
人
３
リ
ッ
ト

ル
を
最
低
で
も
３
日
分
）

□
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、カ
ン
パ
ン

□
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

□
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
や
栄
養
補
助

食
品

□
主
食
に
な
る
も
の

　
（
ア
ル
フ
ァ
米※

な
ど
）

※

ア
ル
フ
ァ
米
と
は
、水
や
お
湯

を
そ
そ
ぐ
だ
け
で
食
べ
ら
れ

る
お
米

□
発
熱
剤
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

非
常
食（
カ
レ
ー・牛
丼・お
か

ゆ
な
ど
）

□
缶
詰

□
嗜
好
品

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
！

日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
た
い
準
備
リ
ス
ト

災
害
時
を
生
き
残
る
た
め
、避
難
生
活
を
送
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
必
要
な
の
か
、あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、半
年
ご
と
に
内
容
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と・確
認
す

る
こ
と

□
自
宅
の
安
全
ゾ
ー
ン
は
ど
こ
か

転
倒
落
下
物
が
少
な
く
、閉
じ
込
め
ら
れ

な
い
場
所〝

安
全
ゾ
ー
ン〟

を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

□
各
人
の
役
割
分
担

地
震
時
の
避
難
口
の
確
保
、非
常
用
持
ち

出
し
袋
の
持
ち
出
し
な
ど
、災
害
時
の
行

動
に
つい
て
役
割
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
非
常
用
持
ち
出
し
袋

非
常
用
持
ち
出
し
袋
や
備
蓄
品
の
中
身
や

置
き
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
避
難
場
所・避
難
場
所
ま
で
の
経
路

市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、避
難
場

所
の
位
置
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。ま
た
自
宅
か
ら
避
難
場
所
に
向
か
う

経
路
を
２
〜
３
コ
ー
ス
想
定
し
、災
害
時
に

も
安
全
に
通
行
で
き
る
か
の
確
認
も
行
い

ま
し
ょ
う
。

□
外
出
時
の
緊
急
集
合
場
所

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
広
い
避
難
場
所

で
は
家
族
を
探
す
こ
と
が
困
難
に
な
る
場

合
が
あ
る
た
め
、具
体
的
に
ど
の
辺
り
で
合

流
す
る
か
も
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
災
害
時
の
連
絡
手
段

家
族
の
安
否
確
認
を
す
る
た
め
の
連
絡
方

法
や
連
絡
先
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
三
角
連
絡
法

災
害
発
生
時
は
、被
災
地
と
離
れ
た
場
所

の
方
が
電
話
が
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
遠

方
の
親
戚
や

友
人
な
ど（
Ａ

さ
ん
）を
緊
急

連
絡
先
に
決
め

て
お
き
、災
害

時
に
は
Ａ
さ
ん

を
介
し
て
お
互

い
の
安
否
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　
「
１
７
１（
い
な
い
）」

「
１
７
１
」を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、利
用
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
し
た
が
っ
て
、伝
言
の
録
音・再
生
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。メ
ッ
セ
ー
ジ
は
30
秒

以
内
で
、運
用
期
間
終
了
ま
で
保
存
で
き

ま
す
。

も
し
も
の
災
害
時
に
家
族
一
人
一
人
に
起
こ
り
う
る
様
々
な
状
況
を
考
え
て
、事
前
に
家
族
内
で

ル
ー
ル
を
作
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【伝言の録音】
　171 ＋ １ ＋ 自分の電話番号
【伝言の再生】
　171 ＋ 2 ＋ 聞きたい相手の電話番号
　※参考：各キャリア（ドコモ・au・Softbankなど）で
　　災害連絡用サービスもあります。

◆引用元　JA共済の地域貢献活動「ちいきのきずな」より
　https://social.ja-kyosai.or.jp/oneaction/bosai/
◆監修／橋本真希（防災士、気象予報士）

災
害
か
ら
家
族
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

家
族
会
議
を
開
こ
う
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嘱
託
税
理
士
へ

委
嘱
状

税
務
代
理・税
務
相
談

　

３
月
４
日（
水
）、嘱
託
税
理
士
の
井

上
常
雄
税
理
士
、阿
部
清
克
税
理
士
、

前
田
律
子
税
理
士
へ
大
山
組
合
長
よ

り
委
嘱
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。委
嘱
期

間
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

９
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

税
務
の
代
理
な
ど
、嘱
託
税
理
士
へ

の
ご
相
談
は
、各
支
店
長
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特殊詐欺に注意！
LINEを悪用した詐欺が増えています

　令和７年中に山形県内で発生した特殊詐欺被害は108件（被
害額５億 3,551万円）と発表され、年々被害が深刻化しておりま
す。令和８年３月３日現在においても、８件（被害額 5,362万円）
と被害が収まらない状況です。
　組合員の皆様には、特殊詐欺の中でも一番被害の多い「オレオ
レ詐欺」の防犯に努めていただいておりますが、昨今はLINE（ス
マートフォンの無料通話・チャットアプリ）を悪用した様々な詐
欺事件が増加しています。これらの詐欺は、高額な金銭を騙し取
るものなど、被害者だけでなくその家族や周囲の人々までも巻き
込む悲惨な結果をもたらすことがあります。

 LINEを悪用した詐欺 
※SMSショートメッセージも同様に注意！
●投資詐欺 ～おいしい投資話に注意！！～
　トーク・グループトーク・オープンチャットで、以下のような手
口で投資の勧誘を受け、架空商品の購入や取引所への入金を促さ
れるケースが確認されています。
●送金詐欺 ～料金や代金の要求はLINEを使いません！～
①架空料金請求詐欺
　LINEのメッセージや音声通話などを通じ、実在する企業・
組織・知人になりすまし、実際には利用していないサービスの
利用料や未納料金を請求してきます。詐欺師は「支払をしない
と法的措置をとる」「信用情報が悪化する」などの連絡を繰り返
し行い、利用者の危機感をあおることで送金を急がせようとし
てきます。
②フィッシング詐欺
　友だちや実際に存在する企業・組織のように装い、不正に
ユーザーの個人情報や金融情報を盗もうとする手口です。
　詐欺師たちは、本物のサービスに酷似したウェブサイトやメー
ルを作り上げ、ユーザーにログイン情報やパスワード、クレジッ
トカードの詳細を入力させるように仕向けます。不正に取得した
情報を用いてLINEなどのアカウントを乗っ取り、友だちに送金
を行うよう促すメッセージを送信するケースもあります。
●なりすまし詐欺
　　詐欺師は信頼を得るために、実在する公的機関を名乗ります。
　　警察に限らず、検察官や裁判所、省庁、通信会社などを名乗

ることもあります。
　これらの公的機関が直接お金を要求することはありません。
１．番号偽装で着信表示
「警視庁」や「末尾 0110」など、実在する警察署の番号に見せ
かけて電話をかけてきます。（ニセ警察詐欺に注意）

２．不安を煽る内容で接触
電話で「あなたが容疑者です」「あなたの口座が犯罪に使われ
ています」と言った内容を伝え、ユーザーの不安を煽ります。

３．SNSやビデオ通話に誘導
SNSやビデオ通話にユーザーを誘導し、偽の警察手帳や逮
捕状を提示します。
これにより、ユーザーは相手が本物の警察官であると錯覚し、
信頼してしまいます。

４．資金の移し替えを要求
最終的に、詐欺師は「資産保全」「口座調査」「捜査名目」で、
ユーザーに現金やネットバンキング、暗号資産を振り込ませ
ます。
こうして、詐欺師はユーザーの資産を騙し取ります。

 詐欺を防ぐために
・接点のない人物（有名人などを装います）からともだち追加され
た場合はむやみにともだち追加しないようにしましょう。
　万が一追加してしまった場合は直ちに「通報」設定しましょう。
・送られてきたURLアドレスはむやみに開かないでください。

 公的機関が絶対にしないこと 
　公的機関は、特定の方法でしか連絡を取りません。以下のこと
は絶対に行わないため、詐欺を見抜くポイントになります。
・SNSで連絡を取る
・ビデオ通話や画像で身分証を提示する
・SMSで納付や差押えを通知する
・現金・金品やカードの受け渡し、オンライン
　送金を依頼する

■参考・引用
　山形市　特殊詐欺被害額
　https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/
　kurashi/bousai/1006439/1004039.html
　警察庁・SOS47 特殊詐欺対策ページ
　https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/sos47/



をすれば、年２回（６月と12月）の納付が可能です。申請は
いつでもできますので、詳しくは各支店にお尋ね下さい。

※記帳について
　平成26年分申告より、農業、不動産および事業収入の
ある全ての方に記帳義務が課せられました。記帳代行を
希望する方は、各支店またはアグリセンター農業者経営
支援室までご相談の上申込みをお願いします。

※派遣税理士制度の利用について、収支内訳書を作成し
提出されるみなさんへ

　ご自身で記帳された帳簿を元に収支内訳書を作成された
方で、確定申告所の作成を派遣税理士制度に依頼される場
合は各支店に申込をお願いします。

※担い手農業者の皆さんへ
　農業者年金の申し込みやご相談は各支店までお問い合
わせ願います。
※大型農業機械の格納整備及び保管をご利用の皆さんへ
　整備・保管・解約等は書面をいただいてからの申込と
なります。

国民年金保険料・保育所保育料は毎月納期です。

　各学校のPTA諸会費の振替もご利用ください。
　山形二小・山形一中・三中・県内の各県立高校の授業
料等の口座振替も是非ご利用願います。
　税金・公共料金等の振替は、JA山形市の『おいしい口
座振替』をご利用ください。

※市県民税について
　事業専従者給与を受給されている方の市県民税の特別
徴収は６月より開始され、特別徴収された税金は、原則と
して毎月納付をしなければなりませんが、納期の特例申請

期　別 納付期限種　　類３
月
の
税
金

所得税（現金納付分） ３期
贈与税（現金納付分） 全期
消費税（現金納付分） 全期

３月17日

３月31日

お知らせ便

便 不動産センターよりお知らせ

　祝日・水曜日は定休日にしておりますが、繁忙期による組合員の所得確保と入居率向上の為、３月 20
日（金・祝）は通常営業（９：00～ 15：00）といたします。

祝日の営業について

　アパート等の管理契約オーナー様には毎月の一斉外務にて「管理報告書」をお届けさせていただいておりま
す。３月の一斉外務日は、10日（火）となりますので、報告書作成の関係で今月は郵送でのお届けとなります。
宜しくお願い申し上げます。

オーナー様へ管理報告書の送付について

便 JA自動車共済からのお知らせ
名義変更や住所変更の前に必ずご相談ください
　進学や就職などで一人暮らしを始めるお子様や、家族名義の自動車を譲り受けて
運転する場合、または結婚や引っ越しに伴う住所変更がある場合などに、自動車共済
の割引等級が引き継げなくなる可能性がありますのでご注意を！
　ご予定のある方は、お子様が、引っ越す前に、JA窓口もしくは担当者まで必ずお問い合わせください。

便 ～マネロン・金融犯罪対策への
　　　　　　　　　　取組強化について～

　最近、様々な金融犯罪が発生し、その手法や手口も巧妙かつ高度になってきています。新聞等での報道を見て心配に感じ
ておられる組合員・利用者の方々も多いのではないかと思います。また、国際的に金融機関が取り組まなければならない課
題として、マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与対策（以下「マネロン対策」）の重要性が益々高まっています。マネロ
ン・金融犯罪対策に取り組むことは、信用事業を営む当組合の責務でもあります。
　当組合では、金融機関としての信頼性を確保するため、そして、お客様の大切な財産を金融犯罪からお守りするために、マ
ネロン・金融犯罪対策の取組みを重要な経営課題と位置づけて、一層力を入れて取り組むことといたします。
　このたび、金融部信用課にマネロン・金融犯罪対策リーダーを設置し、組合全体としての取組みの定着化・高度化に向け
て、職員の先頭に立って取組みを進めてもらう予定です。私を含め常勤理事もマネロン・金融犯罪対策が組合内で徹底され
るよう指揮のうえ、組合員・利用者の方に安心して当組合を利用いただけるよう取り組んでまいります。

以　上

令和8年3月1日
山形市農業協同組合
代表理事組合長 大山 敏弘

７ 2026.03



便 自転車の交通ルールを再確認しましょう！
４月１日より交通反則通告制度開始

　令和６年中に発生した自転車乗用中の死亡・重傷事故のうち、約４分の３に
は自転車側にも法令違反があります。自転車も車両の仲間です。自身や周りの
大切な命を守るためにも、交通ルールを今一度確認しましょう。

【４月１日から始まる「交通反則通告制度（青切符）」とは？】
　交通反則通告制度とは、交通違反をした場合の手続を簡略化するための仕組みです。一定期
間内に反則金を納めると、刑事裁判や家庭裁判所の審判を受けないで事件が処理されます。
　この時、発行される交通反則通告書がいわゆる「青切符」と呼ばれます。

また、運転免許を有している者が、自転車でひき逃げ事件や死亡事故等の重大な
交通事故を起こした場合や、酒酔い運転・酒気帯び運転をはじめとする特に悪
質・危険な違反を犯した場合に、運転免許の効力が停止されるときがあります。

【青切符により検挙される違反例】
　警察官が自転車の交通違反を認知した場合、基本的には現
場で指導警告を行います。ただし、その違反が交通事故の原
因となるような、歩行者や他の車両にとって、危険性・迷盛性
が高い悪質・危険な違反であったときは検挙を行います。

【赤切符により検挙される違反例】
　重大な違反をしたとき又は交通事故を起こした
ときは刑事手続き（赤切符）で検挙されます。

●携帯電話使用等（保持） ………………… 12,000円
●遮断踏切立入 ……………………………… 7,000円
●通行区分違反（歩道通行・右側通行） …… 6,000円
●信号無視  …………………………………… 6,000円
　※点滅信号を無視した場合  ……………… 5,000円
●指定場所一時不停止  ……………………… 5,000円
●制動装置（ブレーキ）不良  ………………… 5,000円
●公安委員会尊守事項違反
（傘差し・両耳イヤホン）…………………… 5,000円
※これらの違反は一例です。

●酒酔い運転  ……………………………………………５年以下の拘禁刑又は100万円以下の罰金
●酒気帯び運転  …………………………………………３年以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金
●妨害運転（交通の危険のおそれ）……………………３年以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金
●携帯電話使用等（交通の危険）………………………１年以下の拘禁刑又は30万円以下の罰金
※これらの違反は一例です。
引用：自転車交通安全　警察庁　https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/bicycle/portal/system.html
            警察局　自転車を安全・安心に利用するために ー 自転車への交通反則通告制度（青切符）の導入 ー 【自転車ルールブック】より

情報コ－ナ－便
■ 山形県総合文化芸術館（やまぎん県民ホール）
指揮：竹本　泰蔵
ゲストアーティスト：森崎ウィン、はいだしょうこ
コラボキャラクター：たべっ子どうぶつ
【お問い合わせ】 山響チケットサービス
　　　　　　　 TEL：023（616）6607
（月～金（祝日を除く）10：00～ 17：00）
Ｅ－Mail:ticket@yamakyo.or.jp

☆2026明治安田J2・J3百年構想リーグ
　ホ－ム試合日程（NDソフトスタジアム山形）
■ ３月22日（日） キックオフ 14：00
　　　　　第７節　対戦カ－ド　 ベガルタ仙台

■ ３月29日（日） キックオフ 14：00
　　　　　第８節　対戦カ－ド　 栃木シティ

■ ４月12日（日） キックオフ 14：00
　　　　　第10節　対戦カ－ド　 横浜 FC

☆山形交響楽団　ファンタジックコンサート
■ ３月21日（土） 午後２時開演
■ 山形市民会館
指　揮：佐藤　寿一
出　演：いっちー＆なる（ボンボンアカデミー）
管弦楽：山形交響楽団
【問い合わせ】 山形市民会館
                   TEL：023－642－3121

～やまぎん県民ホールシリーズ Vol.4～
   「オーケストラの日2026」
■ ３月29日（日）
●ワークショップとアンサンブル・ミニコンサート
　午後１時 30 分～午後３時
●コンサート
　午後４時開演（午後３時 30 分開場）

絶対ダメ！

絶対ダメ！

８2026.03 



《協議事項》 ５議題
第１号議案 山形地区カントリーエレベーター第１号機

の解体について
第２号議案 座談会について（令和７年度決算見通し）
第３号議案 令和８年度内部監査計画について
第４号議案 令和８年度水稲育苗価格設定について
第５号議案 貸付金について

《主な報告事項》
●令和８年度採用職員について
●各支店わかばの会総会について
●会計監査人による期中監査（決算事前検討・期中
取引等）実施について
●会計監査人による決算監査（残高、表示）実施につ
いて

●わかばの会委嘱状交付について
●令和７年度資産自己査定結果（仮査定）について
●令和８年度市民農園・パストラル農園の受付につ
いて
●貯金金利の改定について
●令和７年産米の追加払について
●山形セルリ－プロジェクトについて
●JA山形市農業振興協議会開催について
●JA山形市農業振興協議会総会日程について
●農産物検査業務規程及び安全・安心な農産物づく
り運営規程監査報告について
●令和７年度12月末資産査定内部監査報告について
●㈱ジャオ「令和７年度燃油等高騰対策支援事業」に
ついて
●㈱ジャオ「山形県LPガス料金負担軽減支援事業」へ
の申請と助成について

理事会だより便
第14回理事会２月19日（木）

便 JA山形市　連絡先一覧表

報 謹んでお悔やみ申し上げます。
◆ 小白川支店（諏訪町）の佐藤敬子さん（61歳）２月17日逝去されました。 喪主は吉田順子さん
◆ 小白川支店（小白川２）の山路百合子さん（100歳）２月25日逝去されました。 喪主は知嘉子さん

※本・支店および経済部の電話は夕方午後５時に留守番電話に切替わりますので、
電話は午前９時～午後５時までにお願いします。（不動産センターを除く）

各部署電話番号 時間外・緊急時の連絡先

■ 本　店　下記の担当部署へ直接電話をお願いします。

● 金融部 ・信用課…☎023－623－0513
　 　　　 ・共済課…☎023－623－0583

● 不動産部　不動産センター
 ・賃貸業務課（1F） ☎023－631－1160（15：00まで）
 ・企画業務課（3F） ☎023－623－0520（15：00まで）

● 総務部・総務課・リスク管理室
● 内部監査室                                   

☎023－623－0526

■ 経済部（アグリセンター）
   ・経済課・農業者経営支援室 ：023－645－4849

■ 北山形支店：023－644－3206
■ 小白川支店：023－623－0446
■ 下条支店　：023－644－5285
■ 上町支店　：023－644－6611
■ 美畑支店　：023－632－3840

● 交通事故
　 自動車共済事故受付センター
　　　0120－258－931（24時間対応）
　 レッカー・ロードサービス
　　　0120－063－931（24時間対応）
● 葬　　儀
　 やすらぎ山形ホール JA葬祭
　　　  0120－567－685（24時間対応） 
　   山形市深町１丁目２-37
　 やすらぎ嶋ホール JA葬祭
　　　  0120－835－527（24時間対応） 
　   山形市嶋北１丁目16-３
● キャッシュカード・通帳等の紛失や盗難
　 平 日／９：00～17：00
　 JA山形市　本・支店の口座開設店舗へ
　 夜間・土・日・祝日
　　　0120－066－443（24時間対応）
　 JAバンク・キャッシュカード
　 紛失共同受付センター
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 ●来月の一斉外務訪問日は４月14日（火）となります。

☆家族構成
父…………拓真（たくま）さん
母…………奈美（なみ）さん
祖父………健二（けんじ）さん
祖母………育美（いくみ）さん
曾祖母……会田美枝（みえ）さん

【３月表紙】

古頭 凜都 くん（７歳）
北山形支店
会田美枝さん家族（実行組合：肴町２）

☆ひと言☆
　凜都くんは体育が得意でドッジボールで活躍しているそうです。様々なスポーツに
取り組んでおり、現在はサッカーのキーパー特訓やスイミングスクールでクロールの
練習に力を入れています。白米が大好きで、おやつは自分で握ったおにぎり、朝昼晩
も白米・納豆ご飯をたくさん食べます！将来の夢はサッカー選手になることです。

り　つふるとう

表紙の裏話

令和７年度  わかばの会総会の開催について

３月13日（金）　13：30～

３月13日（金）　17：30～

３月13日（金）　17：00～

３月13日（金）　18：00～

３月19日（木）　18：00～

小白川支店

上 町 支 店

美 畑 支 店

北山形支店

下 条 支 店

小白川支店 ２階

上 町 支 店 ２階

美 畑 支 店 ２階

下 条 支 店 ２階

下 条 支 店 ２階

支　　店日　　程 場　　所

組合員資格について便

便

　組合員資格に変動があった場合は、当農協の定款に基づき資格変更の手続きを行いますので、
３月31日（火）までに本店または最寄りの支店へお申出ください。
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